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こくご

① ひらがな 1ページ
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1

こたえ
全科まるごとプリント　小学         年生１

くもんの

まちがえた　ところは、ポイントを　よく　よんで、

もう一ど　やって　みましょう。

（　）は、こたえに　あっても　よい　ものです。

〈　〉は、ほかの　こたえかたです。

　　　　は、こたえの　れいです。もんだい文の　しじに　

したがって　かけて　いたら、○を　つけましょう。

ならって　いない　かん字は、ひらがなで　かいても

正かいです。

れい

いち

ぶん

せい

ぽ い ん と

じ

㉔ 

	

わ　㉕ 

	

を
①れんこん　②くるま

①わに　②ふね　③つり　④たぬき　
⑤まくら　⑥やかん　⑦あひる
⑧す（ず）むし

「あ・お」、「き・さ」など、かたちの　
にた　ひらがなは、ちがう　ぶぶんに　
きを　つけて　かきましょう。
うすい　じを　ヒ

ひ
ン
ん
ト
と
に、えに　あう　

ことばを　かんがえて　かきましょう。
④「ぬ」は、かたちの　にて　いる　
「め」と　まちがえないように　きを　
つけましょう。
⑦「る」は、かたちの　にて　いる　
「ろ」と　まちがえないように　きを　
つけましょう。

ポイント

1

3

②「  」゙「   」の　つく　じ 3ページ

① 

	

ぎ　② 

	

げ　③ 

	
ご

④ 

	

ざ　⑤ 

	

じ　⑥ 
	

ぞ
⑦ 

	

だ　⑧ 
	
ぢ　⑨ 

	

づ　⑩ 

	

ど
⑪ 

	

ば　⑫ 
	

べ　⑬ 

	

ぼ
⑭ 

	
ぷ　⑮ 

	

ぺ
①（か）き・（か）ぎ　②（おん）ぶ・（おん）ぷ

①かぜ　②もぐら　③すずめ　
④うがい　⑤でんわ　⑥はなび
⑦か（っ）ぱ　⑧えんぴつ　⑨ごみばこ
⑩たんぽぽ

2

3

1

2

3

「 ゙ 」「 。」の　つく　じは、「 ゙ 」「 。」を　
みぎうえに　かきましょう。
①「かき」の　「き」に　「 ゙ 」が　つくと、
ちがう　いみの　ことばに　なります。

ポイント

11

22

③ ちいさく　かく　じ　 5ページ

①  っ　②  ゃ　③  ゅ　④  ょっ

①しっぽ　②おもちゃ　③ぎゅうにゅう　
④にんぎょ　⑤きって

①ねっこ　②きんぎょ　③しゃしん　　
④ちゃわん　⑤らっぱ　⑥ちょう
⑦せっけん　⑧はっぱ　⑨ひゃく
⑩やきゅう

たてがきの　とき、ちいさく　かく　
じを　かく　ばしょは、ますの　

みぎうえ（   ）です。ほかの　ぶぶんに　
かいて　しまうと、×に　なります。
②「おもちゃ

3

」を　「おもちや
3

」と　 
して　しまうと、べつの　いみの　
ことばに　なります。えを　みて、
どちらが　ただしいかを　
かんがえましょう。

ポイント

1

2

④ のばす　おん・ 「は」「を」「へ」 7ページ

①ふう　②こう　③おう
④ゆう　⑤ばあ
①おねえさん　②おとうさん　

1

2

3

1

2
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③とけい　④おおきい　⑤どうろ

①いもうとは　かわいい。
②あたらしい　くつを　はく。
③こうえんへ　いく。

①は・へ　②え　③お・を　④は・わ
⑤を

②・③「ひこうき」を　「ひこおき」と、
「おうさま」を　「おおさま」と　
かかないように　ちゅういしましょう。
②・③・⑤「おとうさん」、「とけい」、
「どうろ」は　まちがえやすいので、
しっかりと　おぼえましょう。
・ 　　ことばの　あとに　つくのは、
「は」 「を」 「へ」です。この　「は」 「を」 「へ」　
は、「ワ

わ
」「オ

お
」「エ

え
」と　よみますが、

「わ」「お」「え」とは　かきません。また、
この　「は

わ
」「を

お
」「へ

え
」は、ことばの　

はじめや　ことばの　とちゅう、
さいごの　いちもじでは　つかいません。
②・④「なきごえ」「にわ」と　いう　
ことばの　さいごの　いちもじなので、
「え」「わ」を　えらびます。
③「おゆ」と　いう　ことばの　
さいしょの　いちもじなので、「お」を　
えらびます。

ポイント

1

２

３ ４

４

⑤ なかまの　ことば 9ページ

①りんご・ぶどう　②いぬ・うし
③すみれ・ばら

①くだもの　②どうぶつ　③はな

①あき　②きのう　③ひる　④らいねん

３

４

1

２

３

①さむい　・　　・よわい
②つよい　・　　・おおきい
③ちいさい・　　・たかい
④ひくい　・　　・あつい

・　　なにと　なにが　なかまの　
ことばなのか、なかまの　ことばを　
まとめて　よぶ　ことばは　なにか、
しっかりと　かくにんしましょう。
はんたいの　いみの　ことばは、
いっしょに　おぼえましょう。

ポイント

1 ２

４

⑥ ことばの　つかいかた 11ページ

①たべる　②いく　③わらう
④すわる

①つめたい　②ひろい　③ながい
④あかい

①きらきら　②わんわん　③どんどん
④すいすい

①ばっさり　②にっこり　③ぽっかり
④たっぷり

①は　あさごはんを　どう　するのか、
②は　こうえんへ　どう　するのか、
③は　テ

て
レ
れ
ビ
び
を　みて、どう　するのか、

④は　いすに　どう　するのかを、
それぞれ　かんがえます。
①は　どんな　みずを　のむのか、
②は　どんな　にわで　あそぶのか、
③は　ぞうの　どんな　はなか、
④は　どんな　はなが　さくのかを、

ポイント

1

２

４

1

２

３

４

それぞれ　かんがえましょう。　
①は　ひかる　ようすを、②は　ほえる　
ようすを、③は　たたく　ようすを、
④は　およぐ　ようすを　あらわす　
ことばを　えらびましょう。
どんな　ようすで、かみを　きったり、
わらったり、あなが　あいたり、みずを　
いれたり　するのかを、
かんがえましょう。

３

４

⑦ ぶんの　くみたて⑴ 13ページ

①は・へ　②は・を　③へ・を

①が・に　②に・が・を
③が・に・を

①へ・で　②で・へ・で

①の・と　②や・で　③と・で

・　　「○○は（が）＋△△する」　 
と　いう　くみたての　ぶんに、
「を」「へ」「に」を　つかって　 
ことばを　たして　います。「を」「へ」 
「に」は　どれも　いちもじですが、
まちがえると　ぶんの　いみが　
ちがって　しまいます。ただしく　
つかえる　ように　しましょう。

ポイント

1 2

1

２

３

４
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⑧ ぶんの　くみたて⑵ 15ページ

①いもうとが　わらう。
②こねこが　うまれる。
③はなが　きれいに　さく。

①おさらが　われる。
②うまが　はしる。
③あめが　ざあざあ　ふる。

①ぼくは　ボールを　なげる。
②とりが　はねを　ひろげる。
③じてんしゃが　みちを　はしる。

①わたしは　こうえんへ　いく。
②あにが　かばんを　したへ　おく。
③あねが　あるいて　えきへ　いく。

①  れい  いぬ・えさ・たべる
②  れい  ほん・よむ
③  れい  おとこのこ・いえ・かえる

「だれ」「なに」は　ひとや　ものを　
さします。しっかりと、「が」まで　
せんを　ひきましょう。
①「なに（を）」は　「ごはん」でも　
よいです。②「なに（を）」は　
「きょうかしょ」や　「まんが」 
などでも　よいです。
③「どこ（へ）」「どう　する」は　
「たてもの」「いく」などでも　 
よいです。
えに　あった　ことばを　かきましょう。

ポイント

1

5

1

２

３

４

５

⑨
まる（。） てん（、） かぎ（「　」） 
の　つかいかた 17ページ

① 

 

、・

 

。 

② 

 

、・

 

。 

③ 

 

、・

 

。 

あめが　ふって　いる。
こうえんに　いけないので、
ほんを　よんだ。

①さとしさんは、
　 「また　あしたね。」
　と　いって、てを　ふった。
②　「ただいま。」
　と　いって、げんかんに　はいって　
　きたのは、おとうさんだ。

　ぼくは、ともだちに
 「いい　てんきだね。」と　いった。
　そして、いっしょに
がっこうへ　むかった。

・　　ぶんの　とちゅうは　「 、」を、
ぶんの　おわりは　「 。」を　つけると　

ポイント

1 ２

1

２

３

４
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。
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が	

ん	
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っ	
て	
。」	
　

	

と	

い	

っ	

た	

。

５

おぼえましょう。「 、」は、ぶんが　
ながく　なった　ときに、いみを　
くぎる　ところで　つけます。
たてがきの　ときは、「 、」も　「 。」も、

ますの　みぎうえに　かきます。（ 
 

、 ）
・　　・　　かぎの　おわり（ 」 ）は、
「～と　いった」「～と　おもった」などの　
まえに　ある　ことが　おおいです。
ぶんの　おわりの　「 。」と、かぎの　
おわり（ 」 ）は、おなじ　ひとつの　

ますに　かきます。（ 

 

。」 ）

３ ４ ５

５

⑩ かたかな 19ページ

① 
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エ
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①アイス　②ペンギン　③テレビ　
④タイヤ　⑤ハンカチ　⑥オムレツ　
⑦ノート　⑧スプーン　⑨コロッケ　
⑩ジュース

「シ・ツ」、「ソ・ン」など、かたちの　
にて　いる　かたかなに　きを　
つけましょう。「シ」は　「巾」の　
ぶぶんを　したから　かきますが、
「ツ」は　「寓」の　ぶぶんを　うえから　
かきます。「ソ」は　「衿」の　ぶぶんを　
うえから　かきますが、「ン」は　
「吾」の　ぶぶんを　したから　かきます。
えの　よこに　かかれた　ひらがなを、
こえに　だして　よんでから、
かたかなを　かいて　みましょう。
①は　「ア」を　「マ」と　かかないように、
③は　「テ」を　「ラ」と　かかないように　
しましょう。
⑦・⑧・⑩の　のばす　おんは、
かたかなでは　「ー」と　かきます。
⑨・⑩は　たてがきで　かく　とき、
ちいさく　かく　じは　ますの　

みぎうえに　かきます。（   ）
かたかなも　ひらがなと　おなじです。

ポイント

1

２

⑪ かん字
じ

の　よみ 21ページ

①あめ　②たけ　③おと　④はや　⑤やす
⑥あし　⑦まち　⑧くさ　⑨こ　
⑩いと　⑪しゃ　⑫とし

①う／せい　②した／お　③うえ／あ

①しょうがっこう　②ごえんだま
③しょうがつ　④あま・がわ

２

1

２

３

よみかたが　たくさん　ある　かん字
じ
は、

文
ぶん
を　しっかり　よんで、ふさわしい　
よみを　えらびましょう。

ポイント

２

⑫ かんじの　かき 23ページ

①田　②村　③名　④川・水　⑤車　⑥立　
⑦先・金　⑧人　⑨月　⑩夕・空　⑪正

①花火　②二年　③子犬　④天気　⑤文字

①草　②日

⑦「金
かね
」は、六

ろく
・七

しち
かくめの「椙菅」を　

かきわすれないように　しましょう。
⑧「人

にん
」を　「入」と　かかないように　

しましょう。一
いっ
かくめの　まんなかから、

二
に
かくめを　かきはじめます。
④「天

てん
」は、「夫」と　かかないように　

ちゅういしましょう。

ポイント

1

２

⑬ なかまの　かん字
じ

⑴ 25ページ

①二　②千　③六　④三　⑤四　⑥百　
⑦八　⑧九　⑨一　⑩十

①きん　②か　③ど　④もく　⑤げつ　
⑥すい　⑦にち　⑧しちがつ　⑨なのか　
⑩ごがついつか

1

２

３

1

２

・　　なかまの　かん字
じ
は、まとめて　

おぼえると　よいでしょう。
②「千

せん
」は、「干」と　かいては　

いけません。一
いっ
かくめの　「轍」を　

左
ひだり
下
した
に　はらいましょう。

⑥「百
ひゃく
」を　「白」と　かかないように　

ちゅういしましょう。
⑧「七

しち
月
がつ
」と　⑨「七

なの
日
か
」で、「七」が　

ちがう　よみかたなのに　
ちゅういしましょう。

ポイント

1 ２

1

２

⑭ なかまの　かん字
じ

⑵ 27ページ

①耳　②目　③口　④手　⑤足

①あお・しろ　②あか

①大・小　②右・入・左・出　③上・下　
④男・女　⑤大中小　⑥日・月

②入⇔出、③上⇔下など、はんたいの　
いみの　かん字

じ
は、いっしょに　

おぼえましょう。
②「右

みぎ
」は　「蕊→縞」と　かきはじめ、

「左
ひだり
」は「宋→匝」と　かきはじめます。

ポイント

３

⑮ なかまの　かんじ⑶ 29ページ

①石・右　②王・玉　③学・字
④木・本　⑤百・白

①林・森・村　②貝・見・目　③力・男

①花・火　②虫・中　③山・三

1

２

３

1

２

３
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一
いっ
かく　足

た
すだけで、②「王

おう
」は　「玉

たま
」、

④「木
き
」は　「本

ほん
」と、　ちがう字

じ
に　

なります。気
き
を　つけましょう。

おなじ　ぶぶんを　もつ　かん字
じ
は、

「林
はやし
」「森

もり
」のように、いみが　にて　

いる　ばあいが　おおいです。

ポイント

1

２

⑯ ものがたり⑴ 31ページ

きんようび

ゆうかん・こぶた

どきどきはらはらして　いた。

たからさがしを　して　みたい（なあ）

文
ぶん
しょうの　はじめに　「きんようびの　
ゆうがたです。」と　あります。
ものがたりを　よむ　ときは、だれが、
いつ、どこで、なにを　して　
いるのかに　気

き
を　つけながら　よむと　

よいでしょう。
６ぎょうめから　はじまる　「えほんは　
ゆうかんで　かしこい　こぶたが、
……たからものを　みつけだす　
おはなしでした。」と　いう　ぶぶんに　
ちゅうもくしましょう。
「どきどきはらはら」が　二

に
かい　出

で
て　

きますね。えほんを　よんで　いる　
ときの　ぷうの　ようすを　
せつめいした　ことばです。
「よみおえた　ぷうは、……と　
おもいながら」と　いう　ぶぶんに　
ちゅうもくしましょう。「と　

ポイント

1

２

３

4

1

２

３

４

おもいながら」の　まえが、ぷうが　
えほんを　よんで　おもった　ことです。

⑰ ものがたり⑵ 33ページ

こまった　ようす。

①  れい  みせびらかした
②  れい  ふくれて　いる
③ぶっきらぼう

もんだいが　とけるのに、テストだと　 
０てんを　とって　いる。

「と、先
せん
生
せい
が　ためいきを　ついた。」の　

「と」の　まえが、先
せん
生
せい
が　はなした　

ことばです。「こまったわねえ。」と　
いって　いる　ことに　
ちゅうもくしましょう。
ひょうに　かかれた　先

せん
生
せい
の　ことばや　

こうどうを　本
ほん
文
ぶん
から　さがし、それに　

たいする　くろさわくんの　ようすを　
みつけましょう。
「くろさわくんは、ぶっきらぼうに　
ぜんぶ　こたえた。」と　あることから　
かんがえましょう。

ポイント

1

２

３

⑱ ものがたり⑶ 35ページ

ほそい・おそい・つまらない・さいてい

はんたい

はなす　こと・いや

1

２

３

1

２

３

はじめに　「ひねくれものの　きつねの　
ズミくんが、クラスの　みんなと　
はなして　います。」と　かいて　ある　
ことに　ちゅうもくしましょう。
「クラスの　みんな」が　いった　ことに、
ズミくんは　こたえて　いるのです。
「はんたいの　ことばかり　いう」　
ズミくんを、クラスの　みんなが　どう　
おもうように　なったかを、さいごの　
一
いち
文
ぶん
から　よみとりましょう。

ポイント

1

３

⑲ ものがたり⑷ 37ページ

一どしか　とおった　ことの　ない　みち。

こわい・しんぱい・おもしろい（わね）

おもしろく

「一
いち
ども　とおった　ことの　ない　みち」　

が　おもしろいと　いって　いるのは、
あきよです。
まさやが　「びっくり」　したのは、
「ふたりの　二

に
年
ねん
生
せい
の　はなし」を　

きいたからです。「ふたりの　二
に
年
ねん
生
せい
」の　

はなしと、「びっくりしました」の　
あとに　かかれた　まさやの　きもちを　
くらべて、ちがう　ところを　
みつけましょう。
「きが　つきました」の　すぐ　あとを　
みると、「この　はじめての　みちが、
おもしろく　なって　いるのです」と　
あります。

ポイント

１

２

３

1

２

３
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⑳ せつめい文
ぶん

⑴ 39ページ

二つ・こすりあわせる

あたたかく　なる

木と　木を　はげしく　こすりあわせて　
いた。

たいへんな　こと（だった）

さいしょの　一
いち
文
ぶん
に　「二

ふた
つの　ものを　

こすりあわせる　ことを、『まさつ』と　
いいます。」と　あります。
二
ふた
つめの　まとまりから、

「まさつねつ」とは　どんな　ものかを　
しっかり　よみとりましょう。
マッチや　ライターを　つかって　火

ひ
を　

つけて　いるのは、いまの　人
ひと
ですね。

大
おお
むかしの　人

ひと
は、木

き
の　「まさつねつ」

で　火
ひ
を　つけました。

さいごの　一
いち
文
ぶん
に　「大

おお
むかしの　人

ひと
が　

火
ひ
を　つけるのは、とても　たいへんな　
ことだった」と　ある　ことから、
かんがえましょう。

ポイント

1

２

３

４

㉑ せつめい文
ぶん

⑵ 41ページ

いつ

百五十

三十・十

六

1

２

３

４

1

２

３

４

さいしょの　「てつどうや　バス、
タクシーに　のる　ことが　ありますね。
これらの　のりものは、いつから　
日
にっ
本
ぽん
に　あるのでしょうか。」と　いう　

文
ぶん
から　かんがえましょう。
この　文

ぶん
しょうは、

てつどう→バス→タクシーの　
じゅんばんで　かかれて　います。どの　
のりものが、なん年

ねん
に　はじめて　

はしったのか、かくにんしながら　
文
ぶん
しょうを　よみましょう。
四
よっ
つめの　まとまりが、タクシーに　
ついて　かかれた　ものです。
しっかりと　ないようを　
かくにんしましょう。

ポイント

1

２

４

㉒ せつめい文
ぶん

⑶ 43ページ

アデリーペンギンの　子
こ
育
そだ
てに　ついて。

足の　あいだ

おすと　めすの　親
おや
。

ひな・ れい  あつまって

文
ぶん
しょうの　はじめに「ペンギンは、
鳥
とり
なので、たまごで　うまれる。」と　
あります。この　あとから、
アデリーペンギンの　子

こ
育
そだ
ての　

はなしが　つづきます。
　「鳥

とり
の　なかまたち」では　なく、

アデリーペンギンの　はなしを　して　
いるので、さいしょは　×です。
「一

いち
日
にち
」の　はなしを　して　いるのでも　

ポイント

1

1

２

３

４

ありません。たまごを　あたためて　
ひなを　かえす　はなしは　して　
いますが、「かえしかた」に　ついては　
はなして　いないので、さいごも　
×です。
「親

おや
は、たまごを　足

あし
の　あいだに　

はさんで　あたため、ひなを　
かえす。」と　あります。この　「親

おや
」は、

アデリーペンギンの　親
おや
の　ことなので、　

この　一
いち
文
ぶん
が　こたえに　なります。

「たまごは、おすと　めすが　交
こう
代
たい
で　

あたためる」と　かいて　あります。
ふつうの　鳥

とり
は、めすが　たまごを　

あたためる　ことが　おおいですが、
アデリーペンギンは　ちがいます。
文
ぶん
しょうを　よんで、かかれて　いる　
ことを　しっかりと　かくにんして、
こたえましょう。
さいごの　まとまりが、ひなが　
かえった　あとに　ついて　かかれた　
ものです。しっかりと　よみましょう。

２

３

４

㉓ せつめい文
ぶん

⑷ 45ページ

かお・やくわり

あせ・日ざし

文
ぶん
しょうの　はじめに　「人

ひと
の　かおの　

ポイント

1

1

２ 耳　・　　　・においを　かいだり　いきを　したり　する。

口　・　　　・はなしたり　ものを　 たべたり　する。

はな・　　　・音を　きく。

３
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ぶぶんには、どんな　やくわりが　
あるのでしょう。」と　あります。
さいしょの　まとまりに、「耳

みみ
は、

……ために　あります。」「口
くち
は、

……ために　あります。」「はなは、
……ために　あります。」と、
それぞれの　やくわりが　かいて　
あるので、しっかりと　
よみとりましょう。
「では、まゆげには　どんな　やくわりが　
あるのでしょう。」と　いう　一

いち
文
ぶん
の　

あとから、まゆげの　やくわりに　
ついて　かかれて　います。
　あせを　かいた　ときと、つよい　
日
ひ
ざしが　ある　ときに　ついて、
かかれて　いますね。

２

３

㉔ １年
ねん

生
せい

の　まとめ⑴ 47ページ

休み

学校の　トイレ

あとまわし

よみなさい・トイレに　いって　いいですか

かん字
じ
は、てんや　せんを　

つけわすれたり、よけいに　つけて　
しまったり　する　ことで、まったく　
ちがう　ものに　なって　しまいます。
「休」を　「体」と　かかないように、
ちゅういしましょう。
二
ふた
つめの　文

ぶん
に「オムくんは、学

がっ
校
こう
の　

トイレが　きらいです。」とあります。
こたえは　「学

がっ
校
こう
の トイレ」と かいても、

ポイント

1

２

1

２

３

４

「トイレ」と　かいても　正
せい
かいですが、

「学
がっ
校
こう
」だけ　かいたのでは、まちがいに　

なるので、ちゅういしましょう。
「やすみじかん、トイレに　いくと」から、
「トイレを　やめて　にげだします。」　
までに、学

がっ
校
こう
の　トイレで　おこる　

ことが　かかれて　います。この　
ぶぶんが、オムくんが　学

がっ
校
こう
の　

トイレを　きらいな　りゆうです。
しっかりと　よみとりましょう。
どんな　できごとが　あったのか、
文
ぶん
しょうを、しっかりと　さいしょから　
よみましょう。オムくんは、「いじわるな　
人
ひと
」に　あとまわしに　されて、
やすみじかんに　トイレに　
いけませんでした。でも、こくごの　
じかんに、トイレに　いきたく　なり、
先
せん
生
せい
に　「トイレに　いって　

いいですか。」と　こたえて　
しまったのです。
　「トイレに　いって　いいですか。」は、
先
せん
生
せい
に　いわれた　ことと　まったく　

かんけいない　ことばです。それで、
みんなは　大

おお
わらいしたのです。

３

４

㉕ １年
ねん

生
せい

の　まとめ⑵ 49ページ

赤

①（すこし）にがい　②きいろ

たべられない・ れい  たべられて　しまう

「赤
あか
」は、なかまの　かん字

じ
の　「白

しろ
」や

ポイント

1

1

２

３

「青
あお
」などと　いっしょに　おぼえると　

よいでしょう。
みどりの　ピーマンと、あかや　
きいろの　ピーマンの　ちがいに　
ちゅういしながら、文

ぶん
しょうを　

よみましょう。
　じゅくす　まえの　ピーマンは、
みどりいろで、にがいです。
　じゅくした　あとの　ピーマンは、
あかや　きいろで、あまいです。
ピーマンが　にがいのは、「じゅくして　
たねを　のこす　まえに　
どうぶつなどに　たべられない　
ため」だと　かかれて　います。
　それなのに、「にんげんに　たべられて　
しまう」ことを、「ざんねん」だと　
いって　いるのです。

２

３
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さんすう

① 10までの　かず 51ページ

○

①

②

③

①１　②７　③３

� （ ○ ）
� （ ）

こどもと　いすを　せんで　むすんで、
こどもが　みんな　いすに　すわれるか　
たしかめます。
えの　かずと　いろを　ぬった　●の　
かずが　おなじか　たしかめます。
えに　なにも　ない　ときは　０です。
えの　かずと　すうじが　あって　
いるか　たしかめます。
りんごは　６こ、すいかは　５こなので、
りんごの　ほうが　おおいです。

ポイント

1

２

３

4

5

1

２

３
① 　　　　 ② 　　　　 ③ 　　　　 ④ 　　　　 

0 1 2 5 6 8 9

４

５

② いくつと　いくつ 53ページ

①　　　　　　　②

①２こ　②５こ　③７こ

①１　②５　③６　④８　
⑤８　⑥４　⑦４　⑧９

あと　いくつで　６に　なるかを
かんがえて　 に　いろを　ぬります。
①６に　なるのは　５と　１です。
②９に　なるのは　４と　５です。
⑤３と　５を　あわせると、８です。
10に　なるのは　５と　５、６と　４、
７と　３、９と　１、２と　８です。

ポイント

1

３

４

③ なんばんめ 55ページ

①

②

③

④ v

⑤

1

２

３

４ 5 6 7 9 2

1 3 4 5 8

1

⑥

①２、５　②２　③ねずみ

３、４

②「まえから　３だい」は、まえから　
１だいめ、まえから　２だいめ、
まえから　３だいめの　３だいを　
かこみます。
②さるの　したには　たぬきと　
きつねが　いるから、２ひきに　
なります。

ポイント

1

２

④ いろいろな　かたち 57ページ

あ、え

①あと　う　②いと　く　
③えと　か　④おと　き

い

ころがる　かたちは、ボ
ぼ
ー
う
ル
る
の　

かたちと　つつの　かたちです。
①はこの　かたちを　うつすと、
しかくを　かく　ことが　できます。

②つつの　かたちを　うつすと、 
まるを　かく　ことが　できます。

ポイント

1

３

２

３

1

２

３ ① ② ③

４
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⑤ あわせて　いくつ　ふえると　いくつ 59ページ

しき ３＋２＝５� こたえ５ひき

しき ５＋３＝８� こたえ８ほん

あ

しき ３＋４＝７� こたえ７にん

しき ２＋４＝６� こたえ６だい

しき ２＋２＝４� こたえ４ひき

　　「あわせて」の　ときは、たしざんを　
します。
　　「ふえると」の　ときは、たしざんを　
します。

ポイント

１ ２

４ ５

⑥ 10 までの　たしざん 61ページ

①４　②３　③５　④６　⑤４　⑥７
⑦６　⑧９　⑨８　⑩８　⑪９　⑫９
⑬ 10　⑭ 10　⑮ 10　⑯５　⑰４　⑱０

しき ４＋４＝８� こたえ８こ

しき ２＋４＝６� こたえ６こ

しき ５＋２＝７� こたえ７わ

①３＋１は、３と　１を　あわせると　
４に　なるので、３＋１＝４です。
⑯０に　ある　かずを　たすと、
こたえは　たした　かずに　なります。
　　「ぜんぶで　いくつ」の　ときも、
たしざんを　します。

ポイント

1

３ ４

1

２

３

４

５

６

1

２

３

４

⑦ のこりは　いくつちがいは　いくつ 63ページ

しき ６－２＝４� こたえ４だい

しき ８－３＝５� こたえ５ひき

しき ７－６＝１� こたえ１こ

しき ８－３＝５� こたえ 5 だい

しき ９－６＝３
� こたえあかい　はなが　３ぼん　おおい。

「のこりは」の　ときは、ひきざんを　
します。
５こから　３こ　とるは　５－３、
３わから　２わ　とんで　いくは　
３－２と　なります。
「ちがいは」の　ときは、ひきざんを　
します。
あおい　くるまは　８だい、あかい　
くるまは　３だい　だから、
８－３＝５と　なります。
おおいのは、あかい　はなだから、
９－６＝３と　なり、あかい　はなが　
３ぼん　おおいです。

ポイント

1

２

４

5

６

⑧ 10 までの　ひきざん 65ページ

1

２

３−２ ５−３

３

４

５

６

①１　②１　③４　④４　⑤２　⑥８
⑦２　⑧３　⑨３　⑩４　⑪１　⑫９
⑬７　⑭３　⑮０　⑯０　⑰８　⑱０

しき 10－４＝６� こたえ６こ

しき ４－１＝３� こたえ３ぼん

しき ７－６＝１
�こたえみどりの　ボ

ぼ
ー
う
ル
る
が　１こ　おおい。

①２－１は、２から　１を　とると　
１に　なるので、２－１＝１です。

⑯おなじ　かずどうしを　ひくと、
こたえは　０に　なります。

⑰⑱ある　かずから　０を　ひくと、
こたえは　もとの　かずに　なります。

10この　おかしから　４こ　
たべると、10－４＝６と　なります。
おおいのは、みどりの　ボ

ぼ
ー
う
ル
る
だから、　

７－６＝１と　なり、みどりの　
ボ
ぼ
ー
う
ル
る
が　１こ　おおいです。

ポイント

1

2

４

⑨ ながさ 67ページ

①あ　②い

①たて　②よこ

①い　②あ

①あ４　い７　え３　②い、１

①たてと　よこを　かさねて　ながさを　
くらべます。

　　ますの　いくつぶんの　ながさかを　
しらべて、ながさを　くらべます。

ポイント

２

３ ４

1

２

３

４

1

２

３

４
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⑩ かずしらべ 69ページ

①

②りんごと　ばなな
③みかんが　１こ　おおい。

①

②（　 　）
③（　 　）

①�りんごは　３こ、みかんは　４こ、
ばななは　３ぼん、ももは　２こ　 
です。
① は　３こ、 は　６こ、

は　８こ、 は　６こ
です。

ポイント

1

2

1

２

⑪ 20 までの　かず⑴ 71ページ

① 12ほん　② 16こ　③ 15ほん

①３　② 10

① 15　② 13

① 14　② 19

② 10と　いくつ　あるか　かぞえます。
① 13に　なるのは　10と　３です。
② 20に　なるのは　10と　10です。
「かずの　せん」の　１めもりは　１です。
みぎへ　いくほど　かずは　おおきく　
なり、ひだりへ　いくほど　かずは　
ちいさく　なります。
　　の「かずの　せん」を　みて　
かんがえます。
②かずの　ならびかたは、１ずつ　
ちいさく　なって　います。

ポイント

1

2

３

４ 3

５

⑫ 20 までの　かず⑵ 73ページ

① 12　② 13　③ 17　④ 14　⑤ 13
⑥ 15　⑦ 19　⑧ 18　⑨ 19　⑩ 16

しき 10＋５＝15� こたえ 15 ほん

① 10　② 10　③ 10　④ 10　⑤ 17
⑥ 12　⑦ 13　⑧ 11　⑨ 11　⑩ 12

しき 18－４＝14	�  こたえ 14 こ

1

２

３

0 5 15 20
2 10 13 19

４

５

1

２

３

４

①～④あわせて　10と　いくつに　
なるかを　かんがえます。
10ぽんの　でんちと　５ほんの　
でんちが　あるから、10＋５＝15と　
なります。
18こから　４こ　たべると、 
18－４＝14と　なります。

ポイント

1

2

４

⑬ なんじ　なんじはん 75ページ

①６じ　②３じ　③８じ　④ 11じ

①　　　　　　　　　②

①３じはん　	 ②１じはん　
③ 10じはん　④ 12じはん

①　　　　　　　　　②

ながい　はりが　12を　さして　いる　
とき、みじかい　はりが　さして　いる　
すうじを　よんで、ちょうど　「○じ」と　
します。
ながい　はりが　６を　さして　いる　
ときは、みじかい　はりの　
りょうどなりに　ある　ふたつの　
すうじのうち、ちいさい　ほうを　
よんで　「○じはん」と　します。ただし、
12と　1の　あいだに　ある　ときは、
「12じはん」と　します。

ポイント

1

３

1

２ 1211
10
9 3
8 4

2

7 5

1

6

1211
10
9 3
8 4

2

7 5

1

6

３

４ 1211
10
9 3
8 4

2

7 5

1

6

1211
10
9 3
8 4

2

7 5

1

6
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⑭ ３つの　かずのけいさん⑴ 77ページ

①４　②７　③９　④ 12　⑤ 14　⑥ 13
⑦ 20　⑧ 20　⑨１　⑩３　⑪５　⑫１
⑬４　⑭９　⑮１　⑯３

しき ７＋３＋２＝12� こたえ 12 ひき

しき ９－２－３＝４� こたえ４ひき

３つの　かずの　けいさんは　
ひだりから　じゅんばんに　
けいさんします。はじめの　ふたつの　
かずの　けいさんの　こたえを　
ちいさく　かいて　おくと、まちがいを
ふせぐ　ことが　できます。

ポイント

１

⑮ ３つの　かずのけいさん⑵ 79ページ

①５　②５　③９　④７　⑤８　⑥ 16
⑦ 14　⑧ 11　⑨４　⑩５　⑪８　⑫ 13
⑬ 12　⑭ 15　⑮４　⑯０

しき ４＋６－５＝５� こたえ５ひき

しき 10－３＋２＝９� こたえ９ひき

たしざんと　ひきざんが　まじった　
けいさんも　ひだりから　じゅんばんに　
けいさんします。
たしてから　ひく　もんだいです。
ひいてから　たす　もんだいです。

ポイント

１

2

３

1

２

３

1

２

３

⑯ かさ（たいせき） 81ページ

①い　②あ

い、２

①あ→う→い
②い→う→あ
③い→う→あ

　　コ
こ っ ぷ
ップ　いくつぶんかで　かさを　

くらべます。
②みずの　たかさが　おなじ　ときは、
いれものの　おおきさで　くらべます。
③あと　いは、みずの　たかさも　
いれものの　おおきさも　ちがうので、
くらべられないです。あと　う、いと　
うで　くらべて　かんがえます。

ポイント

1 2

３

⑰ くりあがりの　あるたしざん 83ページ

① 11　② 11　③ 11　④ 13　⑤ 14
⑥ 16　⑦ 15　⑧ 15　⑨ 14　⑩ 17
⑪ 11　⑫ 14　⑬ 12　⑭ 12　⑮ 13
⑯ 12　⑰ 16　⑱ 17

しき ３＋８＝11� こたえ 11 そく

しき ６＋７＝13� こたえ 13 にん

しき ７＋９＝16	�  こたえ 16 こ

こたえは　10より　おおきく　
なります。あわせて　10と　いくつに　
なるかを　かんがえましょう。

ポイント

1

２

３

1

２

３

４

⑱ くりさがりの　あるひきざん 85ページ

①５　②５　③３　④８　⑤６　⑥５
⑦９　⑧４　⑨２　⑩８　⑪９　⑫６
⑬８　⑭６　⑮７　⑯９　⑰９　⑱７

しき 16－７＝９� こたえ９こ

しき 14－６＝８� こたえ８ほん

しき 13－９＝４
こたえ �でんしゃで　きた　ひとが 

４にん　おおい。

⑲ かたちづくり 87ページ

①４　② 12　③ 10

①え　②え

①４　②３　③ 18

①   は　 を　４まい　つかって　

　います。
②③  や　 は　 を　２まい
　つかって　います。
かぞえ　まちがいが　ないように、
かぞえた　せんや　かたちには　
せんなどの　しるしを　つけましょう。

ポイント

1

３

1

２

３

４

1

２

３

４　

① ②

① ②
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⑳ おおきい　かず⑴ 89ページ

① 23　② 45　③ 78

① 54　② 60

①３、７　②９

① 52　②２、０

おおきい　かずを　かぞえる　ときは、
10が　いくつ、１が　いくつかを　
かんがえます。
① 10が　５こで　50、１が　４こで　
４、50と　４で　54です。
② 10が　６こで　60です。
① 37は　30と　７だから、10が　
３こと　１が　７こです。
② 90は　10が　９こです。
かずの　おおきさを　くらべる　 
ときは、うえの　くらいの　
おおきさから　くらべます。この　とき、
くらいを　そろえて　たてに　ならべて　
かくと、くらべやすく　なります。

ポイント

1

2

3

５

㉑ おおきい　かず⑵ 91ページ

115 まい

① 60　② 69　③ 37

1

２

３

４

５ ①  58 　 60 　 ②  29 　 31 　 ③  97 　 79

	（ ）（○）	 （ ）（○）	 （○）（ ）

1

２

90 100 11080
78 85 99 103

３

① 20　②４

い、え、お

10の　まとまり　10こを　○で　
かこんで、100の　まとまりを　
つくりましょう。
② 70、69、68、･･･ だから、70より　
１　ちいさい　かずは　69です。
③ 34、35、36、37、38、･･･ だから、 
34 より　３　おおきい　かずは　 
37 です。
① 100に　なるのは　80と　20です。
② 100に　なるのは　96と　  4 です。
「100えんで　かえる　もの」は　
100えんか　100えんより　ねだんが　
やすい　ものです。つまり、ねだんの　
すうじが　100か　100より　ちいさい　
ものです。

ポイント

1

3

５

６

㉒ おおきい　かずの　けいさん 93ページ

① 42　② 33　③ 56　④ 98　⑤ 50
⑥ 23　⑦ 62　⑧ 81

しき 24＋３＝27� こたえ 27 こ

しき 38－５＝33� こたえ 33 こ

① 60　② 80　③ 70　④ 100　⑤ 50
⑥ 10　⑦ 30　⑧ 70

しき 30＋20＝50� こたえ 50 こ

４ ①　 76 817877 79 80

②　 50 1007060 80 90

③　 114 109112113 111 110

５

６

1

２

３

４

５

しき 100－40＝60� こたえ 60 まい

一
いち
のくらい　どうしを　けいさんします。

「３こ　もらうと」　だから、
たしざんです。
「５こ　たべると」　だから、
ひきざんです。
10の　まとまりが　なんこ　あるかで　
かんがえましょう。
「20こ　ひろうと」　だから、
たしざんです。
「40まい　つかいます。」だから、
ひきざんです。

ポイント

1

2

3

４

５

6

㉓ なんじ　なんぷん 95ページ

①２じ５ふん　	 ②４じ 35ふん
③７じ 20ぷん　④ 10じ 50ぷん

①　　　　　　　　②

①１じ７ふん	 ②５じ 23ぷん
③９じ 16ぷん　④９じ 58ふん

①　　　　　　　　②

みじかい　はりで　「○じ」、ながい　
はりで　「○ふん」を　よみます。

ポイント

６

1

２ 1211
10
9 3
8 4

2

7 5

1

6

1211
10
9 3
8 4

2

7 5

1

6

３

４ 1211
10
9 3
8 4

2

7 5

1

6

1211
10
9 3
8 4

2

7 5

1

6
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㉔ ひろさ（めんせき） 97ページ

①あ　②い

①い　②え　③う

あ→い→う

① 15　② 13　③あかりさん

　　ひろい　ものを　したに　して　
かさねて　かんがえます。
　　ますの　かずを　かぞえて　
かんがえます。

ポイント

１ ３

２ ４

㉕ ずを　つかってかんがえよう 99ページ

しき ５＋４＝９	 こたえ９にん

しき ３＋１＋４＝８	 こたえ８にん

しき ５＋１＋３＝９� こたえ９にん

しき ６＋５＝11	 こたえ 11 こ

しき ８－２＝６	�  こたえ６こ

はるとさんまでが　５にん、その　
うしろに　４にん　いるので、
５＋４＝９で、９にんです。
ゆいさんの　まえの　３にん、ゆいさん、
うしろの　４にんを　あわせるので、
３＋１＋４＝８で、８にんです。

ポイント

1

2

1

２

３

４

1

２

3

4

5

けんたさんの　まえの　５にん、
けんたさん、うしろの　３にんを　
あわせるので、５＋１＋３＝９で、
９にんです。
　　ずを　よく　みて、たしざんと　
ひきざんの　どちらを　つかう　
もんだいかを　かんがえましょう。

3

4 ５

㉖ １ねんせいの　まとめ⑴ 101ページ

あ

①５　②８　③２　④３　⑤ 18　⑥ 11
⑦ 12　⑧４　⑨５　⑩ 12　⑪８　⑫ 71

しき 10－５＝５� こたえ５こ

しき ６＋４＝10� こたえ 10 ぴき

しき ７－５＝２	 こたえ２まい

「うしろから　４ばんめ」は、
うしろから　１だいめ、うしろから　
２だいめ、うしろから　３だいめ、
うしろから　４だいめの　
４だいめだけを　かこみます。
「のこりの」の　ときは、ひきざんを　
します。
「ぜんぶで」の　ときは、たしざんを　
します。

ポイント

1

4

5

１

2

3

4

5

6

㉗ １ねんせいの　まとめ⑵ 103ページ

① 6　② 12

① 10じ　
②４じ 20ぷん
③７じ 55ふん

あ→い→う

①

②

③みじかい　はりは　８に　
ちかいですが、みじかい　はりが　
すうじの　あいだに　ある　ときは　
ちいさい　ほうの　すうじを　
よみます。

かずの　おおきさを　くらべる　ときは、
十
じゅう
のくらいから　くらべましょう。

ポイント

２

４

1

２

３

４ ①　 82 　　  49 	 ②　 69 　　  96

	（ ○ ）	（ ）		 （ ）	（ ○ ）
５

（   ）
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せいかつ

① がっこうを　たんけんしよう⑴ 105ページ

①ほけんしつ　　②おんがくしつ　
③たいいくかん　④としょしつ

①　けがを　した　ときには　
ほけんしつで　てあてを　 
して　もらいます。
④　としょしつには　ものがたりの　
ほんや　ずかんなどが　おいて　
あります。
ほかの　きょうしつでは　じゅぎょうを　
して　います。たんけんする　ときは　
ろうかを　はしらずに　しずかに　
いどうします。
せんせいに　あったら、きちんと　
あいさつを　しましょう。

ポイント

1

2

1

105

やってみよう！ プリント

てん

とくてんはじめ

おわり

じ ふん

じ ふん

がつ にち

や

った
ね！シール

なまえ

こたえ▶

がっこうを　たんけんしよう⑴
せいかつ①

がっこうを　たんけんしました。①～④の　
へやや　ばしょの　なまえを　かきましょう。
� １つ　10てん【40てん】

①　� ②　
　� 　　

�（　　　　　）� �（　　　　　）
③� ④　
　� 　　

�（　　　　　）� �（　　　　　）

1 がっこうを　たんけんする　ときに　きを　
つける　ことと　えを　せんで　むすびましょう。

� １つ　20てん【60てん】

2

●①

●②

●③

あ　きちんと
あいさつを
する。

い�　ろうかでは、
はしらない。

う　しずかに
いどうする。

1 5 6ページ
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2

② がっこうを　 たんけんしよう⑵ 107ページ

①しつれいします。　
②しつもんを　しても　いいですか。　
③ありがとうございました。

①　おおきな　なべで　きゅうしょくを　
つくって　います。
②　にゅうがくしきで、
こうちょうせんせいが　おはなしを　
しました。
①　しょくいんしつに　はいる　ときは　
「しつれいします。」と　いいます。
②　おとなの　ひとには　ていねいな　
ことばで　はなします。
③　おはなしを　して　くれた　
ひとには　ていねいに　おれいを　
いいます。

ポイント

1

2

1

107

やってみよう！ プリント

てん

とくてんはじめ

おわり

じ ふん

じ ふん

がつ にち

や

った
ね！シール

なまえ

こたえ▶

がっこうを　たんけんしよう⑵
せいかつ②

がっこうで　しごとを　して　いる　ひとに　
おはなしを　ききました。おはなしと　えを　
せんで　むすびましょう。� １つ　10てん【40てん】

1 ①～③の　ときに　いう　ことばを　えらんで、
に　〇を　つけましょう。� 1つ　20てん【60てん】

①　しょくいんしつに　はいる　とき　
　

②　せんせいに　しつもんを　したい　とき
　

③　おはなしを　きいた　おれいを　いう　とき
　

2

●あ

●い

●う

●え

①　きゅうしょくを　
つくって　います。

②　にゅうがくしきで　�
おはなしを���しました。

③　ほんが　たくさん　
ありますよ。

④　しいくごやを　
なおしました。

　　 はいるよ。

　　 �しつれいします。

　　 �しつもんを　しても　
いいですか。

　　 �しつもんを　するよ。

　　 �ありがとう　
ございました。

　　 �どうも　ありがとう。

1 5 6ページ
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2

③ つうがくろを　あるいてみよう 109ページ

①○　　②×　　③○　　④×

②　あめの　ひは　かわの　みずが　
ふえて　いるので　きけんです。
かわに　ちかづかないように　
しましょう。

ポイント

2

④ きまりを　まもろう 111ページ

①い　　②う　　③え　　④あ　

①いってきます。　②おはよう。
③いただきます。　④おかえりなさい。

②　ト
と
イ
い
レ
れ
などに　いく　ときは　

ともだちに　こえを　かけてから　
いきましょう。

ポイント

1

1

109

やってみよう！ プリント

てん

とくてんはじめ

おわり

じ ふん

じ ふん

がつ にち

や

った
ね！シール

なまえ

こたえ▶

つうがくろを　あるいて　みよう
せいかつ③

つうがくろには　あんぜんを　まもる　ための　
ものが　たくさん　あります。しゃしんと　
せつめいを　せんで　むすびましょう。�１つ　10てん【40てん】

1 ①～④の　 に、あんぜんに　きを　つけて　
いる　ことには　〇を、あぶない　ことには　
×を　つけましょう。� １つ　15てん【60てん】

①　 � ②　

　� 　

③　 � ④　

　� 　

�

2

きめられた　みちを　
いっしょに　かえる。

あめの　ひに　
かわを　みに　いく。

①

②

③

④

あ　がっこうが　ちかくに　
あって、こどもが　
たくさん　とおる　みち。

い　こどもを　たすけて　
くれる　ひとが　いる　
いえ。

う　どうろを　
わたっては　いけない　
ところ。

え　どうろを　わたる　
まえに　いったん　
とまる　ところ。

みぎと　ひだりを　
たしかめる。

しらない　ひとに　
よばれたら　すぐ　いく。

1 5 6ページ

こ
た
え

こ
く
ご

え
い
ご

せ
い
か
つ

さ
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2

1

2
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⑤ はなを　そだてよう 113ページ

あ３　　い２　　う４　　え１

①はる　　②なつ　　③なつ　

いろいろな　かたちや　もようの　
たねが　あります。

ポイント

1

⑥ いきものを　さがそう 115ページ

①い　　②え　　③あ　　④う

ウサギ、ハムスター
※�じゅんばんが　ちがっていても　
せいかいです。

れい 　がっこうで　ウサギ、ハムスター、
ニワトリ、ヤギを　しいくして　います。
ウマを　しいくして　みたいです。

1

113

やってみよう！ プリント

てん

とくてんはじめ

おわり

じ ふん

じ ふん

がつ にち

や

った
ね！シール

なまえ

こたえ▶

はなを　そだてよう
せいかつ⑤

①～③の　たねを　まくと、どんな　はなが　
さきますか。たねと　はなを　せんで　
むすびましょう。� １つ　10てん【30てん】

1 あさがおの　そだつ　じゅんに、（　　）に　
ばんごうを　かきましょう。� １つ　10てん【40てん】

あ　� い� う　� え

�（　　）	（　　）	（　　）	（　　）
①～③の　はなは　はると　なつの　どちらの　
きせつに　さきますか。（　　）に　はるか　
なつを　かきましょう。� １つ　10てん【30てん】

①　たんぽぽ　　�②　ほうせんか　�③　ひまわり

�（　　　 ）　 （　　 　）　 （　 　　）

2

3

①

②

③

ひまわり

おしろいばな

まりいごうるど

1 5 7ページ
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2

3

1

2

3

⑦ いきものを　かって みよう 117ページ

⑴い　　⑵あ　　⑶い　　⑷あ

あ

⑶　ダ
だ
ン
ん
ゴ
ご
ム
む
シ
し
は　いしや　おちばの　

したなどの　くらくて　しめった　
ところに　すんで　います。

ポイント

1

⑧ はる・なつ・あき・ ふゆ 119ページ

①う　　②あ　　③え　　④い

どんぐりは　あきに　みのります。
つくしは　はるに　でて　きます。

ポイント

2

1

2

1

2

119

やってみよう！ プリント

てん

とくてんはじめ

おわり

じ ふん

じ ふん

がつ にち

や

った
ね！シール

なまえ

こたえ▶

はる・なつ・あき・ふゆ
せいかつ⑧

①～④の　はなしに　あう　えを　えらんで、
（　　）に　きごうを　かきましょう。�１つ　10てん【40てん】
①　� ②

③　� ④

あ　� い　

う　� え　��������������������������

1 くさばなや　みを　つかった　あそびを　
しました。あそびと　つかった　くさばなを　
せんで　むすびましょう。また、（　　）に、あ～うの　
くさばなを　みた　きせつを　かきましょう。
� １つ　10てん【60てん】

2

はるに　きれいな　
はなが　さいたよ。

なつやすみに　
うみに　
いったよ。

あきに　こうえんで　
ひろったよ。

①　いろみず

あ

②　つなぎあて

い

③　こま

う

どんぐり

（　　 　）
あさがお

（　　 　）
ス
す
ギ
ぎ
ナ
な
（つくし）

（　　 　）

��（　　）��（　　）

��（　　） ��（　　）

ふゆに　こうえんで　
つくったんだ。

1 5 7ページ
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あき なつ はる

⑨ もう　すぐ　２ねんせい 121ページ

れい 　じぶんの　ふくを　たたむこと。
まいにち　かんじの　れんしゅうを　
すること。

①○　　②×　　③○　　④○

○が　なくても、できるように　なった　
ことや、つづけたい　ことが　かけて　
いれば　60てんです。
②　ないて　いる　こが　いたら、
はなしかけましょう。

ポイント

1

2

⑩ １ねんせいの　まとめ 123ページ

れい 　①ありがとう。　
②うん、いいよ。　　③よかったね。
④どういたしまして。

あ３　　い２　　う４　　え１

①あ　　②い

①　ひとりで　もてる　ときでも、
てつだうと　いって　くれた　
ともだちに　「ありがとう。
だいじょうぶ。」のように　おれいを　
いいましょう。

たねを　まいて、つちを　かけたら　
みずを　やります。

ポイント

1

2

1

2

1

2

3
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えいご

① あいさつを　しよう 125ページ

⑴ Good morning.

― Good morning.
（おはようございます。 
―おはようございます。）

⑵ Hello. ― Hi.
（こんにちは。―こんにちは。）
⑶ Thank you.

― Youʼre welcome.
（ありがとう。―どういたしまして。）

Good morning. 

― Good morning.
（おはようございます。 
―おはようございます。）

２ す た あ と

ご う る

よまれた　えいご

１

２

Hello. ― Hi.
（こんにちは。―こんにちは。）
Good afternoon. 

― Good afternoon.
（こんにちは。―こんにちは。）
See you. ― Goodbye.
（またね。―さようなら。）
Good night. ― Good night.
（おやすみなさい。―おやすみなさい。）

いろいろな　あいさつの　いいかたを　 

よく　きいて、まねして　いって　 

みましょう。

ポイント

１

② かずを　かぞえよう 127ページ

１

1 2 6 3

5 4

9 7

8

10  

3 5

1 6

4 2 9

8 7 10 

oneone

oneone

twotwo

twotwo

tenten tenten

eighteight

eighteight

sixsix

sixsix

threethree

�ve�ve threethree

ninenine

ninenine

sevenseven

sevenseven

fourfour

fourfour

�ve�ve

す た あ と

ご う る

one  two  three  four  �ve

six  seven  eight  nine  ten
（ １　２　３　４　５　 

６　７　８　９　10）
one  two  three  four  �ve  

six  seven  eight  nine  ten  

eleven  twelve
（ １　２　３　４　５ 

６　７　８　９　10　 

11　12）

１から　12までの　かずの　いいかたを　
よく　きいて、まねして　いって　 

みましょう。

ポイント

2

よまれた　えいご

１

２
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③ いろを　つたえよう 129ページ

red  blue  yellow  pink  orange

purple  green  brown  white

black
（あか　あお　きいろ　ピンク　オレンジ　
むらさき　みどり　ちゃいろ　しろ　くろ）
⑴ Blue, please.
（あおを　ください。）
⑵ Red, please.
（あかを　ください。）
⑶ Yellow, please.
（きいろを　ください。）
⑴ I like green.
（わたしは　みどりが　すきです。）
⑵ I like purple.
（わたしは　むらさきが　すきです。）

いろの　なまえを　よく　きいて、 
まねして　いって　みましょう。
～, please.は、「～を　ください。」と　い
う　いみです。こえに　だして　いって　
みましょう。
I like ～ .は、「わたしは　～が　すきです。」
と　いう　いみです。じぶんの　すきな　
いろを　えいごで　いって　みましょう。

ポイント

１

2

3

よまれた　えいご

１

２

３

④ ア
あ

ル
る

フ
ふ

ァ
ぁ

ベ
べ

ッ
っ

ト
と

を　きこう 131ページ

A B C D E F G H I J K L M N 

O P Q R S T U V W X Y Z

A B C D E F G H I J K L M N

O P Q R S T U V W and X Y Z

Happy, happy, Iʼm happy.

I can sing my ABC.

ア
あ
ル
る
フ
ふ
ァ
ぁ
ベ
べ
ッ
っ
ト
と
の　もじには　にている　 

ものも　あります。ゆびで　さして　 

よく　みて　ききましょう。
イ
い ら す と
ラストは、つぎの　たんごです。

A apple（りんご） B banana（バ
ば な な
ナナ）

C cat（ねこ） D dog（いぬ）
E elephant（ぞう） F �sh（さかな）
G gorilla（ゴ

ご り ら
リラ） H hat（ぼうし）

I ink（イ
い ん く
ンク） J jam（ジ

じ ゃ む
ャム）

K king（おう） L lion（ラ
ら い お ん
イオン）

M melon（メ
め ろ ん
ロン） N nut（ナ

な っ つ
ッツ）

O octopus（たこ） P pen（ペ
ぺ ん
ン）

Q queen（じょおう） R rabbit（うさぎ）
S snake（へび） T tomato（ト

と ま と
マト）

U uniform（せいふく、ユ
ゆ に ふ ぉ う む
ニフォーム）

V violin（バ
ば い お り ん
イオリン） W watch（うでどけい）

X fox（きつね） Y yacht（ヨ
よ っ と
ット）

Z zebra（しまうま）

ポイント

１

よまれた　えいご

１

２

⑤ ア
あ

ル
る

フ
ふ

ァ
ぁ

ベ
べ

ッ
っ

ト
と

を 
なぞろう 133ページ

A B C D E F G H I J K L M N 

O P Q R S T U V W X Y Z

ア
あ
ル
る
フ
ふ
ァ
ぁ
ベ
べ
ッ
っ
ト
と
は　おてほんを　よく　 

みて　かたちに　きを　つけて　 

なぞりましょう。

ポイント

１

よまれた　えいご

１

こ
く
ご

え
い
ご

こ
た
え

せ
い
か
つ

さ
ん
す
う

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
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プ
ぷ

ロ
ろ

グ
ぐ

ラ
ら

ミ
み

ン
ん

グ
ぐ

① じゅんじ⑴ 135ページ

①  →   →  	 （ 　 ）

 →   →  	 （ 　 ）

 →   →  	 （ ○ ）

②  →   →  	 （　　）

 →   →  	 （　　）

 →   →  	 （ ○ ）

①・カ
か
レ
れ
ー
え
を　かける� （ ２ ）

・ごはんを　もる� （ １ ）
②・ス

す
ポ
ぽ
ン
ん
ジ
じ
ケ
け
ー
え
キ
き
を　おく� （ １ ）

・いちごを　のせる� （ ３ ）
・ク

く
リ
り
ー
い
ム
む
を　ぬる� （ ２ ）

③・ト
と
ー
う
ス
す
タ
た
ー
あ
で　やく� （ ３ ）

・ぐと　チ
ち
ー
い
ズ
ず
を　のせる� （ ２ ）

・ケ
け
チ
ち
ャ
ゃ
ッ
っ
プ
ぷ
を　ぬる� （ １ ）

いちばん　したに　ある　ずけいの　
カ
か
ー
あ
ド
ど
が　いちばん　はじめに　おいた　

カ
か
ー
あ
ド
ど
です。

ポイント

1

1

2

② じゅんじ⑵ 137ページ

 （　　）　　  （ ○ ）

①い　　　　②え　　　　③あ

①ゴ
ご
ー
う
ル
る
までは、1マ

ま
ス
す
　すすむ→ 

その　ばで　ひだりを　むく→ 1マ
ま
ス
す
　

すすむ　です。
②ゴ

ご
ー
う
ル
る
までは、その　ばで　ひだりを　

むく→ 1マ
ま
ス
す
　すすむ→ 1マ

ま
ス
す
　 

すすむ　です。
③ゴ

ご
ー
う
ル
る
までは、1マ

ま
ス
す
　すすむ→ 

その　ばで　みぎを　むく→ 1マ
ま
ス
す
　 

すすむ　です。

ポイント

2

③ くりかえし⑴ 139ページ

 （ ○ ）　   （　　）

 （　　）　   （ ○ ）　   （　　）

①う　　　　②え

①その　ばで　みぎを　むく→ 1マ
ま
ス
す
　

すすむ　で、あまで　すすみ、 
その　ばで　みぎを　むく→ 1マ

ま
ス
す
　 

すすむ　で、うまで　すすみます。
②その　ばで　ひだりを　むく→ 1マ

ま
ス
す
　

すすむ　で、いまで　すすみ、 
その　ばで　ひだりを　むく→ 1マ

ま
ス
す
　

すすむ　で、あまで　すすみ、 
その　ばで　ひだりを　むく→ 1マ

ま
ス
す
　

すすむ　で、えまで　すすみます。

ポイント

3

1

2

1

2

3

④ くりかえし⑵ 141ページ

①３　　　　②２　　　　③３

①２　　　　②３

①ゴ
ご
ー
う
ル
る
までに、1マ

ま
ス
す
　すすむ　を、

２かい　くりかえします。
②ゴ

ご
ー
う
ル
る
までに、その　ばで　ひだりを　

むく→ 1マ
ま
ス
す
　すすむ　を、３かい　

くりかえします。

ポイント

2

1

2


